
まち・ひと・しごと米原創生総合戦略関連事業一覧

No. 再掲 コード 基本目標 事業名等
地方創生
交付金

項目 事業内容
27年度
2015年度

28年度
2016年度

29年度
2017年度

30年度
2018年度

31年度
2019年度

担当部 担当課 備考

A 地方創生関連交付金 A
（単独）地方創生先行型交付金・地方創
生加速化交付金

●実施 ●実施

B 地方創生推進交付金 B （広域）ビワイチ推進プロジェクト ●実施 → → → H32（2020）年度まで

C 地方創生拠点整備交付金 C （単独）ビワイチ宿泊拠点整備 ●設計 ●整備

D 地方創生拠点整備交付金 D
（単独）トレッキング出発点・ビワイチ休憩
拠点整備

●設計 ●整備

E 地方創生推進交付金 E （広域）THE近江魅力満載プロジェクト ●実施 → →

F 地方創生推進交付金 F
（単独）「スポーツレガシー」を生かしたイ
ンバウンド獲得プロジェクト

●実施 → H32（2020）年度まで

G 地方創生推進交付金 G
（広域）「戦国・びわ湖」体験・体感ツーリ
ズム深化プロジェクト

●実施 H33（2021）年度まで

1 1-1 米原創生総合戦略推進事業 F 官民連携パートナーシップ事業
複数の主体による米原での地方創生や働き方改革に資す
る取組を支援

●実施 → → → 政策推進部 政策推進課

2 1-1 米原創生総合戦略推進事業 クラウドファンディング推進事業
地方創生などに資する事業のクラウドファンディング立ち上
げや周知を支援

●実施 → → 政策推進部 政策推進課

3 1-1 市民活動団体支援事業 F まいばら協働事業提案制度 市と市民団体等の協働によるまちづくりを補助 → → → → → 地域振興部
米原近江地域協働
課

4 1-1 米原創生総合戦略推進事業 E 青山学院大学寄附講座
青山学院大学との連携により米原市をテーマとした講義を
実施

●実施 → → 政策推進部 政策推進課

5 1-1 水源の里振興事業 A
水源の里まいばら民藝創生みらい
つくり隊員

ものづくりを生業とした地域おこし協力隊の任命し、地域活
性化を図る。

●任命 → → 政策推進部 政策推進課 H29（2017）.10～　2人任命（任期2年）

6 1-1 自然体験型観光の促進 A 米原駅レンタサイクルステーション
新幹線駅直結のレンタルサイクル施設。ビワイチの起点とし
てNPO法人五環生活に運営委託

●開設 → → → 地域振興部 地域振興課 H28（2016）.10開設

7 1-1 シティセールス推進事業 B
水の里の旅コンテスト・サイクリングツ
アーの催行

国土交通省主催「水の里の旅コンテスト2017」で最優秀賞
を受賞。受賞を記念してサイクリングツアーを開催

●受賞 ●ツアー 政策推進部 政策推進課

8 1-1 女性・若者等への起業・創業支援 A 米原市創業者支援事業費補助金 創業支援を受けた者が市内で創業する際の経費を補助 ●実施 → → → → 経済環境部 商工観光課

9 1-2 シティセールス推進事業 E 里おこしイベント「伊吹の天窓」
奥伊吹スキー場を舞台に市民団体が実施する里おこしイ
ベント「伊吹の天窓」の開催を支援

→ → → → → 政策推進部 政策推進課

10 1-2 シティセールス推進事業 A シティセールスサイト「びわ湖の素」
米原市に行きたくなる、住みたくなるシティセールスウェブサ
イトを構築・運用

●実施 → → → 政策推進部 政策推進課

11 1-2 シティセールス推進事業 A シティセールス動画作成
米原市の魅力をPRするための動画として自然観光編と水
の恵み・暮らし編を作成

●実施 政策推進部 政策推進課

12 1-2 シティセールス推進事業 E
ホテル東京雅叙園「和のあかり×百
段階段」

切り絵作家早川鉄兵氏とともに米原のくらしや風景などを
「和のあかり×百段階段」展でPR

●実施 → → 政策推進部 政策推進課

13 1-2 シティセールス推進事業 A シティセールス情報誌作成 シティセールスのための情報誌を作成 ●実施 ●実施 政策推進部 政策推進課
H27（2015）年度「るるぶ特別編集　米原市」　30,000部
H30(2018)年度「まいばら水綺譚」　10,000部

14 1-2 シティセールス推進事業 米原水の販売
米原市の水の恵みを五感で感じられるよう500ｍｌペットボト
ルで販売。パッケージは青山学院大学生がデザイン

●実施 → ●拡充 → 土木部 上下水道課
H28（2016）年度4,000本　H29（2017）年度12,000本
H30（2018）年度18,000本

15 再 1-2 シティセールス推進事業 B
水の里の旅コンテスト・サイクリングツ
アーの催行

国土交通省主催「水の里の旅コンテスト2017」で最優秀賞
を受賞。受賞を記念してサイクリングツアーを開催

●受賞 ●ツアー 政策推進部 政策推進課

16 1-2 ブランド化推進 A オリテ米原運営支援
米原駅を降りてもらうためのポータルサイトとして設立した特
産品を扱うECサイト。生産者の紹介等も行う。

→ → → → → 経済環境部 商工観光課 H27（2016）.3開業

17 1-2 ブランド化推進 ふるさと納税推進事業
ふるさと納税を推進するため、ふるさと納税サイトに情報を
掲載。オリテ米原とも連携しながら運営

●オリテ
連携

→ → → → 政策推進部 政策推進課

18 1-2 ブランド化推進 伊吹在来そばのブランド化事業
伊吹そばのGI取得に取り組み普及啓発を図るとともに、6次
産業化や生産者の拡大を図る。

●実施 → → 経済環境部
農政課
商工観光課

国：山村活性化支援交付金活用

19 1-2 新規就農者支援
新規就農者および新規就農希望者
への支援

新規就農者や新規就農者を受け入れる組織に対して費用
を補助

→ → → → → 経済環境部 農政課

20 1-2 新規就農者支援 園芸振興事業
米以外の高収益園芸作物の生産および販売を支援し、農
業所得の向上を図る。

,●拡充 ,●拡充 → → → 経済環境部 農政課
H27（2015）～新規就農希望者等受入支援事業補助金
H28（2016）～園芸施設整備事業補助金

21 1-2 新規就農者支援 農家×料理人の米原レストラン事業
農家と料理人を食でつなぐイベントの開催により農産物のPR
と市内需給のマッチングを図る。

●実施 → → 経済環境部 農政課 まいばら協働事業提案制度

22 1-2 新規就農者支援 人・農地プラン推進事業
持続可能な農業の実現のため、人と農地の問題を解決す
るための未来の設計図となる「人・農地プラン」を作成

→ → → → → 経済環境部 農政課

23 1-2 ホストタウン事業 F 上丹生工芸体験事業
木彫りの里である上丹生において体験メニューを構築し、イ
ンバウンドの獲得を図る。

●実施 → 政策推進部 政策推進課

24 1-2 里山の持続可能な地域経営事業 里山の持続可能な地域経営事業
里山の保全を図るため、集落営林により里山資源の循環に
よる地域経営を図る。

●実施 → 経済環境部 林務課 まいばら協働事業提案制度

25 1-2 里山の持続可能な地域経営事業 自伐型林業みらいつくり隊員
小規模で山の管理を行う自伐型林業の推進を図るため地
域おこし協力隊員を任命。

●任命 → → 経済環境部 林務課 H29（2017）.10～3人任命（任期2年）

26 再 1-3 自然体験型観光の促進 A 米原駅レンタサイクルステーション
新幹線駅直結のレンタルサイクル施設。ビワイチの起点とし
てNPO法人五環生活に運営委託

●開設 → → → 地域振興部 地域振興課 H28（2016）.10開設

27 1-3 自然体験型観光の促進 C グリーンパーク山東コテージ設置
グリーンパーク山東内のグランピング施設グランエレメントに
ビワイチ宿泊拠点としてコテージ2棟を建築

●設計 ●施工 ●開設 → 経済環境部 商工観光課 H28（2016）.6グランエレメント開業

28 1-3
石田三成ゆかりの地｢観音寺｣観光
拠点化事業

観音寺景観修復・参道景観舗装
石田三成と豊臣秀吉の出会いの地とされる観音寺を活用
した地域活性化を図るため、景観補修を実施

●実施 → → 経済環境部 商工観光課

29 1-3
石田三成ゆかりの地｢観音寺｣観光
拠点化事業

E 観音寺活用イベントの実施
石田三成と豊臣秀吉の出会いの地とされる観音寺への誘
客を促進するためイベントを開催

●実施 → → 経済環境部 商工観光課

30 1-3 ホストタウン事業 伊吹第１グラウンド改修
2024年の滋賀国体に向けて伊吹第１グラウンドを人工芝仕
様に改修

●実施 ●完成 → 教育部 生涯学習課

31 1-3 インバウンド獲得 F インバウンドツアー会社設立支援
インバウンド需要の獲得を図るため、官民連携によりインバ
ウンド向けツアー会社を設立

●実施 → → 政策推進部 政策推進課 官民連携パートナーシップ事業
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まち・ひと・しごと米原創生総合戦略関連事業一覧

No. 再掲 コード 基本目標 事業名等
地方創生
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27年度
2015年度

28年度
2016年度

29年度
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資料1-2

32 2-1 UIJターン希望者の包括的支援 A UIJターン就職希望者登録制度
UIJターン希望者に向けて有益な情報を提供するための登
録制度

→ → → → → 経済環境部 商工観光課

33 2-1 UIJターン希望者の包括的支援 湖北就活ナビ（合同企業面接会）
米原市および長浜市の企業と新規卒業者等のマッチング
を図る合同企業説明会

→ → → → → 経済環境部 商工観光課

34 2-1 UIJターン希望者の包括的支援
県内学生×首都圏学生×企業の
交流型インターンシップ

県内外の学生が市内で合宿し、地元企業と交流しながら企
業への提案や就職について考えるインターンシップ

●実施 → 経済環境部 商工観光課

35 2-1 UIJターン希望者の包括的支援 給付型奨学金事業
大学等を卒業後に市内に定住することを前提とした給付型
奨学金制度

●実施 → 教育部 教育総務課

36 2-1 UIJターン希望者の包括的支援 職員採用UIターン枠の設置
UIJターンを促進するため、UIJターン者の市職員採用枠を
設置

●実施 → → → 総務部 総務課

37 2-1 総合的空家対策推進事業
官民連携による古民家改修・除却
促進策

官民連携により古民家を資源として改修し、地域活性化に
取り組むとともに除去費用の積算などを実施

●実施 → 地域振興部 地域振興課 2018.10　（一社）古民家再生協会滋賀と協定

38 2-1 総合的空家対策推進事業 A
恋する空家プロジェクト（空家活用、
移住促進）

空き家の利用促進を図るため、空き家バンクを設置し、空
き家の利用と移住を促進

●実施 → → → → 地域振興部 地域振興課

39 2-1 住宅地開発促進事業 住宅地開発促進補助金
非線引き地域での住宅地開発を促進するため、開発に係
る経費を補助

●実施 土木部 都市計画課

40 2-1 住宅地開発促進事業 開発基準の見直し・緩和
市街化区域・市街化調整区域での住宅地開発を促進する
ため、開発基準の一部を見直し、または緩和

●実施 土木部 都市計画課

41 2-2
JR東海道本線3駅周辺地域活性
化事業

JR東海道本線3駅周辺地域移住定
住補助事業

JR沿線の定住による活性化を図るため、JR醒ヶ井駅、柏原
駅、近江長岡駅への移住定住の費用を補助

●実施 → → 地域振興部 地域振興課

42 2-2
JR東海道本線3駅周辺地域活性
化事業

賃貸共同住宅建築費補助事業
JR沿線の定住による活性化を図るため、JR醒ヶ井駅、柏原
駅、近江長岡駅への共同住宅建築費用を補助

●実施 → 地域振興部 地域振興課

43 2-2 移住定住促進
びわ湖の素・米原住宅リフォーム補
助事業

移住定住および地域経済活性化を図るため、市全域の子
育て世帯を中心に住宅改修費用の一部を補助

●実施 → 地域振興部 地域振興課 三世代への上乗せ助成

44 2-2
JR東海道本線3駅周辺地域活性
化事業

JR醒ヶ井駅駅前整備事業
JR醒ヶ井駅の利便性向上を図るため、駅前広場等を整
備。2019年度から供用開始予定

●実施 → → 地域振興部 地域振興課

45 2-2
JR東海道本線3駅周辺地域活性
化事業

JR柏原駅駅前整備事業 JR柏原駅の利便性向上を図るため、駅前の整備を予定 地域振興部 地域振興課 H32（2020）年度～

47 2-2
JR東海道本線3駅周辺地域活性
化事業

JR近江長岡駅駅前整備事業
JR近江長岡駅の利便性向上を図るため、駅前広場等を整
備。2020年度から供用開始予定

●実施 → → → 地域振興部 地域振興課

48 再 2-3 シティセールス推進事業 E 里おこしイベント「伊吹の天窓」
奥伊吹スキー場を舞台に市民団体が実施する里おこしイ
ベント「伊吹の天窓」の開催を支援

→ → → → → 政策推進部 政策推進課

49 再 2-3 シティセールス推進事業 A シティセールスサイト「びわ湖の素」
米原市に行きたくなる、住みたくなるシティセールスウェブサ
イトを構築・運用

●実施 → → → 政策推進部 政策推進課

50 再 2-3 シティセールス推進事業 A シティセールス動画作成
米原市の魅力をPRするための動画として自然観光編と水
の恵み・暮らし編を作成

●実施 政策推進部 政策推進課

51 再 2-3 シティセールス推進事業 E 「和のあかり×百段階段」
切り絵作家早川鉄兵氏とともに米原のくらしや風景などを
「和のあかり×百段階段」展でPR

●実施 → → 政策推進部 政策推進課

52 再 2-3 シティセールス推進事業 A シティセールス情報誌作成 シティセールスのための情報誌を作成 ●実施 ●実施 政策推進部 政策推進課
H27（2015）年度「るるぶ特別編集　米原市」　30,000部
H30(2018)年度「まいばら水綺譚」　10,000部

53 再 2-3 シティセールス推進事業 米原水の販売
米原市の水の恵みを五感で感じられるよう500ｍｌペットボト
ルで販売。パッケージは青山学院大学生がデザイン

●実施 → ●拡充 → 土木部 上下水道課
H28（2016）年度4,000本　H29（2017）年度12,000本
H30（2018）年度18,000本

54 再 2-3 シティセールス推進事業 B
水の里の旅コンテスト・サイクリングツ
アーの催行

国土交通省主催「水の里の旅コンテスト2017」で最優秀賞
を受賞。受賞を記念してサイクリングツアーを開催

●受賞 ●ツアー 政策推進部 政策推進課

55 2-3 市政情報発信事業 市公式フェイスブック フェイスブック上で市政情報を発信 → → → → → 政策推進部 情報政策課 H25（2013）.9運用開始

56 2-3 市政情報発信事業 市公式YOUTUBE
YOUTUBEで市行政放送伊吹山テレビのダイジェスト版や市
が製作した動画を発信

●実施 → → → 政策推進部 情報政策課 H28（2016）.6運用開始

57 2-3 市政情報発信事業 市公式インスタグラム インスタグラム上で市の魅力的なスポットや情報を発信 ●実施 → → 政策推進部 情報政策課 H29（2017）.5運用開始

58 再 2-3 水源の里振興事業 A
水源の里まいばら民藝創生みらい
つくり隊員

ものづくりを生業とした地域おこし協力隊の任命し、地域活
性化を図る。

●任命 → → 地域振興部 地域協働課

59 再 2-3 里山の持続可能な地域経営事業 自伐型林業みらいつくり隊員
小規模で山の管理を行う自伐型林業の推進を図るため地
域おこし協力隊員を任命。

●任命 → → 経済環境部 林務課 H29（2017）.10～3人任命（任期2年）

60 2-3 水源の里振興事業 全国水源の里シンポジウムin米原
全国162自治体が加盟する全国水源の里連絡協議会の
全国大会を市内で開催

●実施 地域振興部 地域協働課

61 2-3 伊吹山活性化事業 D 伊吹山インフォメーションセンター
ビワイチ休憩拠点・伊吹山トレッキング出発点として情報発
信、伊吹山入山料徴収等を行う施設を建設

●設計 ●完成 → 地域振興部 地域振興課

62 2-3 伊吹山活性化事業 C 伊吹山ライブカメラ設置・運用
伊吹山3合目およびグリーンパーク山東付近からの伊吹山
の映像をライブカメラで配信し、誘客を促進

●設置 → → 地域振興部 地域振興課

63 再 2-3 自然体験型観光の促進 A 米原駅レンタサイクルステーション
新幹線駅直結のレンタルサイクル施設。ビワイチの起点とし
てNPO法人五環生活に運営委託

●開設 → → → 地域振興部 地域振興課

64 再 2-3 自然体験型観光の促進 F グリーンパーク山東コテージ設置
グリーンパーク山東内のグランピング施設グランエレメントに
ビワイチ宿泊拠点としてコテージ2棟を建築

●設計 ●施工 ●開設 → 経済環境部 商工観光課 H28（2016）.6グランエレメント開業

65 2-3 自然体験型観光の促進 B
ジャパンエコトラック「びわ湖・伊吹
山」普及促進

サイクリングやトレッキングのブランド化を図るため、ジャパン
エコトラックルートとして登録し、普及啓発を図る。

●実施 → → → 経済環境部 商工観光課

66 2-3 自然体験型観光の促進 B
㈱モンベルとの連携（フレンドタウン・
フレンドフェア）

㈱モンベルと連携し、モンベル会員に向けた情報発信やイ
ベントでのPRにより誘客を促進する。

●実施 → → → 経済環境部 商工観光課

67 2-3 自然体験型観光の促進 B びわ湖の素・米原グルメライド
市内に複数のチェックポイントやエイドステーションを設置
し、自由に巡る（ポタリング）サイクリングイベント。

●実施 → → 経済環境部 商工観光課

68 再 2-3
石田三成ゆかりの地｢観音寺｣観光
拠点化事業

観音寺景観修復・参道景観舗装
石田三成と豊臣秀吉の出会いの地とされる観音寺を活用
した地域活性化を図るため、景観補修を実施

●実施 → → 経済環境部 商工観光課
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まち・ひと・しごと米原創生総合戦略関連事業一覧

No. 再掲 コード 基本目標 事業名等
地方創生
交付金

項目 事業内容
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28年度
2016年度
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30年度
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担当部 担当課 備考

資料1-2

69 再 2-3
石田三成ゆかりの地｢観音寺｣観光
拠点化事業

E 観音寺活用イベントの実施
石田三成と豊臣秀吉の出会いの地とされる観音寺への誘
客を促進するためイベントを開催

●実施 → → 経済環境部 商工観光課

70 2-3
石田三成ゆかりの地｢観音寺｣観光
拠点化事業

三成会議・戦国武将タクシー・台湾
ブロガー招聘

石田三成をテーマとしたイベントや戦国武将を描いたタク
シーを運行。台湾ブロガーを招致し、海外へ情報発信

●実施 経済環境部 商工観光課

71 2-3
石田三成ゆかりの地｢観音寺｣観光
拠点化事業

映画「関ケ原」タイアップ企画展
映画「関ｹ原」の上映にあわせて映画出演者や石田三成の
子孫らを招いたイベントを開催

●実施 経済環境部 商工観光課

72 2-3 ホストタウン事業
ニュージーランド男子代表合宿誘
致・日本代表との国際試合

市内でニュージーランド代表の合宿（7/4～7/10）を開催
し、日本代表との国際試合（7/8・9）を実施

●実施 教育部 生涯学習課 H28.6ホストタウン登録（相手国：ニュージーランド）

73 2-3 ホストタウン事業 伊吹第１グラウンド改修
2024年の滋賀国体に向けて伊吹第１グラウンドを人工芝仕
様に改修

●実施 ●完成 → 教育部 生涯学習課

74 2-3 ホストタウン事業
ニュージーランドホッケー協会等招
聘事業

2020年東京オリンピックでの男子ホッケー代表の合宿誘致
に向けて関係者を招聘し、市内視察を実施

●実施 教育部 生涯学習課

75 再 2-3 ホストタウン事業 F 上丹生工芸体験事業
木彫りの里である上丹生において体験メニューを構築し、イ
ンバウンドの獲得を図る。

●実施 → 政策推進部 政策推進課

76 2-3 ホストタウン事業 田園アート事業
ニュージーランド国との交流を推進するため、ホッケーをモ
チーフとした田園アートを実施

●実施 経済環境部 農政課

77 再 3-1 米原創生総合戦略推進事業 F 官民連携パートナーシップ事業
複数の主体による米原での地方創生や働き方改革に資す
る取組を支援

●実施 → → → 政策推進部 政策推進課

78 再 3-1 米原創生総合戦略推進事業 クラウドファンディング推進事業
地方創生などに資する事業のクラウドファンディング立ち上
げや周知を支援

●実施 → → 政策推進部 政策推進課

79 再 3-1 女性・若者等への起業・創業支援 A 米原市創業者支援事業費補助金 創業支援を受けた者が市内で創業する際の経費を補助 ●実施 → → → → 経済環境部 商工観光課

80 3-1 女性・若者等への起業・創業支援 保育業務支援システムの導入
保育書類の作成やお知らせ一斉配信などの機能を有した
システムを導入し、利便性の向上と業務の効率化を図る。

●実施 こども未来部 保育幼稚園課

81 3-2 子育ち・子育て支援推進事業 子どもの健康増進プログラム
NTTドコモ・ルネサンスと連携し子どもの運動不足解消や身
体能力の低下を防ぐための検証を実施

●実施 → 政策推進部 政策推進課

82 3-2 子育ち・子育て支援推進事業 第2子以降の保育料軽減
子育て世代の経済負担軽減のため、第2子以降の保育料
を軽減

●拡充 → → → → こども未来部 保育幼稚園課 H25（2013）.9～

83 3-2 子育ち・子育て支援推進事業 病児保育事業
病気等により集団保育が困難であり、かつ勤務等で家庭で
の保育が困難な場合に一時保育を実施

●開設 → ●拡充 → → こども未来部 保育幼稚園課
H27（2015）.4～地域包括医療福祉センター
H29（2017）.4～認定子ども園

84 3-2 子育ち・子育て支援推進事業 延長保育事業
保護者の就労形態の多様化に対応するため7時からの早
朝保育と19時までの延長保育を実施

●実施 ●拡充 → こども未来部 保育幼稚園課
H29（2017）.11～米原中保育園
H30（2018）.4～いぶき・かなん・まいばら認定こども園
H31（2019）～　おうみ認定こども園

85 3-2 子育ち・子育て支援推進事業 幼稚園型一時預かり事業
保護者の就労形態の多様化に対応するため長期休業期
間中の一時預かり事業を実施

●実施 → こども未来部 保育幼稚園課

86 3-2 子育ち・子育て支援推進事業 認定子ども園等の整備
保育および保育を一体的に提供する認定子ども園を設置
し、子育て家庭を支援

●おうみ ●まいばら こども未来部 保育幼稚園課 H26（2014）.9～かなん

87 再 3-2 子育ち・子育て支援推進事業 保育業務支援システムの導入
保育書類の作成やお知らせ一斉配信などの機能を有した
システムを導入し、利便性の向上と業務の効率化を図る。

●実施 こども未来部 保育幼稚園課

88 3-2 子育ち・子育て支援推進事業 放課後児童クラブ運営
授業の終了後や学校の休業期間に放課後児童クラブを開
設し、児童の健全な育成を図る。

→ → → → → こども未来部 子育て支援課 H31（2019）～多子世帯の負担金減額措置

89 3-2 子育ち・子育て支援推進事業
自然に親しむ遊び場整備事業補助
事業

子どもたちが地域の自然環境を活用した自然に親しむ遊び
場を整備し、または開設運営する事業を支援

●実施 → → こども未来部 子育て支援課

90 3-2 子育ち・子育て支援推進事業 ファミリー・サポート・センター事業
仕事と育児を両立等を図るため、育児の援助を受けたい者
と援助を行いたい者を登録し、相互の援助活動を支援

●実施 → → ●拡充 → こども未来部 子育て支援課 H30（2018）.4～ひとり親家庭への半額助成

91 3-2 子育ち・子育て支援推進事業 子育て世代包括支援センター設置
妊娠、出産、育児に関する相談に応じ、妊娠期から子育て
期までの切れ目のない支援を行う。

●実施 → → 健康福祉部 健康づくり課

92 3-2 子育ち・子育て支援推進事業 産後ケア事業
宿泊やデイサービスにより母体・乳児ケア等を実施し産後の
母親の心身の安定と育児不安の解消を図る。

●実施 → → 健康福祉部 健康づくり課

93 3-2 子育ち・子育て支援推進事業 中学生以下の学校給食の実施 食育の推進を図るため、中学校以下の学校給食を実施 → → → → → 教育部 学校給食課

94 3-2 赤い糸発見事業 A 結婚相談事業
結婚相手のあっせん・仲介などの相談に応じ、独身者の結
婚を支援

→ → → → → こども未来部 子育て支援課 H17（2005）～

95 3-2 赤い糸発見事業 婚活イベントの開催 出会いの場を創出することで独身者の結婚を支援 → → → → → こども未来部 子育て支援課

96 3-2 米原創生総合戦略推進事業 MAIBARA×青学駅伝
箱根駅伝４連覇を果たした青山学院大学陸上部のコラボに
よる駅伝大会を開催

●実施 → → 教育部 学校教育課

97 3-2 ホストタウン事業 スポーツ国際交流員（SEA）の採用
ニュージーランド国からスポーツ国際交流員を採用し、ホッ
ケーや英語を通じた国際交流を推進

●採用 → 教育部 生涯学習課 H30（2018）.10採用（2年間）

98 3-2 英語教育推進事業 英語教育推進事業
市内全小学校での英語科を設置し、英語を積極的に使え
る児童生徒の育成を図る。

●実施 → → 教育部 学校教育課

99 3-2 英語教育推進事業 ALT・MGTの任用
外国籍の外国語指導助手（ALT）と市独自の英語教育指
導員（MGT）を配置し、英語教育の充実を図る。

→ → → → → 教育部 学校教育課

100 3-2 英語教育推進事業 外国人職員の採用
外国籍の職員を採用し、英語教育の充実と国際交流の推
進を図る。

●実施 → → 総務部 総務課 H29（2017）.4　2人採用

101 3-2 学力向上事業 小学校3年生「学びっ子」事業
学力の二極化の解消を図るため、小学校３年生を対象に
放課後に補充事業を開設

●実施 → 教育部 学校教育課

102 3-2 小中学校のICT整備・活用事業 ICT機器を活用した教育の推進
デジタル教科書や電子黒板などのICT機器を活用した教育
を実施し、理解の促進と指導方法の改善を図る。

●実施 ●拡充 ●拡充 ●拡充 教育部 学校教育課 国の示すCT整備計画に沿った導入

103 3-2 コミュニティ・スクール推進事業 学校と地域による教育活動の推進
学校と地域が協働で教育活動を実施し、地域への愛着を
育み将来の地域社会の担い手育成を図る。

→ → → ●拡充 ●拡充 教育部 学校教育課 H25（2013）～特色ある学校づくり支援事業

104 3-2 学校支援本部事業 学校司書配置事業
読書活動や学習指導の充実による学力向上を図るため、
全小中学校に学校司書を配置

●実施 → → → → 教育部 学校教育課
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資料1-2

105 3-3 子育ち・子育て支援推進事業
中学生以下の医療費無料化（福祉
医療制度）

保健の向上と福祉の増進を図るため、中学生以下の医療
費を無料化（所得制限なし）

→ → → → → 市民部 保険課 H18～

106 3-3 子育ち・子育て支援推進事業 不妊治療に対する費用助成
体外受精および顕微授精による治療を受ける費用を助成
し、経済的負担の軽減を図る。

→ → → 拡充 → 健康福祉部 健康づくり課
H23～
H30.　男性不妊治療費の助成拡大

107 3-3 子育ち・子育て支援推進事業 不育症治療に対する費用助成
流産等を繰り返す不育症の検査や治療を受ける費用を助
成し、経済的負担の軽減を図る。

●実施 → → → → 健康福祉部 健康づくり課

108 3-3 子ども若者自立支援事業 若者自立支援ルーム「あおぞら」
ひきこもりやニート等の課題を抱える青少年・若者への相談
や訪問支援、就労支援を実施し、自立を支援

→ → → → → こども未来部 こども家庭課

109 再 3-3 子育ち・子育て支援推進事業 ファミリー・サポート・センター事業
仕事と育児を両立等を図るため、育児の援助を受けたい者
と援助を行いたい者を登録し、相互の援助活動を支援

●実施 → → ●拡充 → こども未来部 子育て支援課 H30（2018）.4～ひとり親家庭への半額助成

110 再 3-3 学力向上事業 小学校3年生「学びっ子」事業
学力の二極化の解消を図るため、小学校３年生を対象に
放課後に補充事業を開設

●実施 → 教育部 学校教育課

111 再 3-3 移住定住促進事業
びわ湖の素・米原住宅リフォーム補
助事業

移住定住および地域経済活性化を図るため、市全域の子
育て世帯を中心に住宅改修費用の一部を補助

●実施 → 地域振興部 地域協働課 三世代への上乗せ助成

112 再 3-3 住宅地開発促進事業 開発基準の見直し・緩和
市街化区域・市街化調整区域での住宅地開発を促進する
ため、開発基準の一部を見直し、または緩和

●実施 土木部 都市計画課

113 4-1 新庁舎整備事業 新庁舎整備事業 米原駅東口市有地に統合庁舎を整備する。 ●計画 ●設計 → ●工事 政策推進部 政策推進課 2020年度内完成

114 4-1 米原駅東口まちづくり事業 米原駅東口まちづくり事業
米原駅東口が賑わいのある駅前となるよう民間主体の協
議会にて開発を協議

●実施 → ●協議会 → 政策推進部 政策推進課
H28（2016）　地方創生加速化交付金を活用し具体案を検
討・2022年供用開始

115 再 4-1
JR東海道本線3駅周辺地域活性
化事業

JR東海道本線3駅周辺地域移住定
住補助事業

JR沿線の定住による活性化を図るため、JR醒ヶ井駅、柏原
駅、近江長岡駅への移住定住の費用を補助

●実施 → → 地域振興部 地域協働課

116 再 4-1
JR東海道本線3駅周辺地域活性
化事業

賃貸共同住宅建築費補助事業
JR沿線の定住による活性化を図るため、JR醒ヶ井駅、柏原
駅、近江長岡駅への共同住宅建築費用を補助

●実施 → 地域振興部 地域協働課

117 再 4-1 移住定住促進
びわ湖の素・米原住宅リフォーム補
助事業

移住定住および地域経済活性化を図るため、市全域の子
育て世帯を中心に住宅改修費用の一部を補助

●実施 → 地域振興部 地域協働課

118 再 4-1
JR東海道本線3駅周辺地域活性
化事業

JR醒ヶ井駅駅前整備事業
JR醒ヶ井駅の利便性向上を図るため、駅前広場等を整
備。2019年度から供用開始予定

●実施 → → 地域振興部 地域協働課

119 再 4-1
JR東海道本線3駅周辺地域活性
化事業

JR柏原駅駅前整備事業 JR柏原駅の利便性向上を図るため、駅前の整備を予定 地域振興部 地域協働課 H32（2020）年度～

120 再 4-1
JR東海道本線3駅周辺地域活性
化事業

JR近江長岡駅駅前整備事業
JR近江長岡駅の利便性向上を図るため、駅前広場等を整
備。2020年度から供用開始予定

●実施 → → → 地域振興部 地域協働課

121 4-2 公共交通ネットワークの構築 バス対策事業 地域の移動手段を確保するため路線バスの運行を支援 → → ●見直し → → 政策推進部 政策推進課 H28（2016）.10　乗合タクシー拡充に伴う路線変更

122 4-2 公共交通ネットワークの構築 A コミュニティタクシー運行事業
地域の移動手段の確保と利便性の向上を図るためデマンド
方式の完全予約制乗り合いタクシーの運行を支援

→ → ●拡充 → → 地域振興部
米原近江地域協働
課

H28（2016）.10　乗合タクシー拡充

123 4-2 小さな拠点形成 A 地域お茶の間創造事業
地域住民が主体となった居場所づくりや高齢者の見守り、
生活支援等の支え合い活動を支援

→ → → → → 健康福祉部 くらし支援課

124 4-2 小さな拠点形成
非難行動要支援者の避難支援体
制の構築

災害時に自ら非難することが困難な要支援者への支援体
制を地域と職員が協力して構築する。

→ → → → ●拡充 市民部 防災危機管理課 H31（2019）～地域担当職員制度を活用

125 4-2 小さな拠点形成 自治会の機能強化
自治会長任期の複数年化や女性役員登用、移住支援な
ど積極的な取組を支援

→ → → ●拡充 ●拡充 地域振興部 地域協働課
H30（2018）年度～　まちづくり委員会組織化支援
H31（2019）年度～　自治会パートナーシップ事業

126 4-2
地域包括ケアシステムの深化・推
進

地域支え合いセンター運営事業
地域の課題を多様な主体で共有・検討し、支え合いによる
課題解決を支援する。

→ → → → → 健康福祉部 くらし支援課

127 4-2
地域包括ケアシステムの深化・推
進

地域支え合い移動支援
住民による送迎や福祉車両の貸出し等を実施し、地域の支
え合いによる移動送迎サービスを支援

→ → → ●拡充 → 健康福祉部 くらし支援課 H30～福祉有償運送登録を支援

128 4-2 住宅地開発促進事業 住宅地開発促進補助金
非線引き地域での住宅地開発を促進するため、開発に係
る経費を補助

●実施 土木部 都市計画課

129 4-2 住宅地開発促進事業 開発基準の見直し・緩和
市街化区域・市街化調整区域での住宅地開発を促進する
ため、開発基準の一部を見直し、または緩和

●実施 土木部 都市計画課

130 4-2 東草野小中学校利活用検討 東草野小中学校利活用の検討
休校している東草野小学校の利活用についてプロジェクト
チームにより検討

●実施 → 地域振興部
山東伊吹地域協働
課

131 4-3 新庁舎整備事業 山東庁舎の利活用
統合庁舎の整備に合わせて山東庁舎の今後の利活用方
法について検討する。

●実施 → 政策推進部 政策推進課

132 再 4-3 総合的空家対策推進事業
官民連携による古民家改修・除却
促進策

官民連携により古民家を資源として改修し、地域活性化に
取り組むとともに除去費用の積算などを実施

●実施 → 地域振興部 地域振興課 2018.10　（一社）古民家再生協会滋賀と協定

133 再 4-3 東草野小中学校利活用検討 東草野小中学校利活用の検討
休校している東草野小学校の利活用についてプロジェクト
チームにより検討

●実施 → 地域振興部
山東伊吹地域協働
課

134 再 4-3 総合的空家対策推進事業 A
恋する空家プロジェクト（空家活用、
移住促進）

空き家の利用促進を図るため、空き家バンクを設置し、空
き家の利用と移住を促進

●実施 → → → → 地域振興部 地域振興課
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